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生薬の 国内生産の 重要性

姜　 東孝

近年に おける日本漢方医学の流れ

　明治維新 （1868年）以後　目本 の 国策医学 として ドイ

ツ医学が導入され，1874年 （明治 7年）に医師 ・薬剤師の

免許制度が定められ た．当時 既得権 として認められ て い

た漢方医約 20，000人以外の漢方医はその後認められず，

自然消滅を余儀なくさ れた．漢方医学 の 冬の 時代で ある．

　 1910年 （明治 43 年）に和田啓十郎著 「医界之鉄椎」が

自費出版 さ れ，西洋医学万 能に警鐘を鳴 ら し，漢方の治

療医学 として の有用性を唱えたが，昭和に入 る まで漢方

は売薬，家伝薬 ，薬舗 に よ る漢方薬販売 などが主流 で 治

療医学として認め られて い なか っ た．

　1934 年 （昭和 9年）に 日本漢方医学会，1950 年 （昭和

25年）に 日本東洋医学会が成立され，漢方は治療医学 と

して 社会的 に 認知さ れ る よ うに な る，そ の後，漢方エ キ

ス剤の薬価収載などで漢方製剤な どの生産高 1，848億円

ま で伸び，日本国内の生薬需要は飛躍的に増大する こ と

に な っ た （表 1），

表 1．漢方医療関連年表

1938年 （昭和 13年） 当時 の 国内流通生薬

西　暦 　 （和 　暦） 事 項
．

　大阪薬種卸商組合 ・大阪

製薬同業組合か ら出された

和漢薬の 「標準卸売価格申合

表」昭和13年 8月5 日 （図 1）

をみ る と，生薬は 「漢薬品」

と 「和薬品」 に 区別 して収

載さ れ て い る．「漢薬品」に

は甘草 ・桂皮 ・麻黄 ・唐大

黄 ・トル コ 大黄 ・ゲ ン チヤ

ナ根な ど輸入生薬が記載さ

れ，中央 医薬品 自治統制委

員会に よっ て価格が決 めら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と う

れて い た．「和薬品」に は 当
き　 　　 しサくや く　 　 お うれ ん

帰 ・芍薬 ・黄連 ・カ ミ ツ レ ・

撰零痞牲・擬牲・書黄岩な

ど，当時国内で生産されて

い た生薬が記載され て い る．

　 当 時 は国 内各 地 で生 薬

の栽培が行われ，薬用人参
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図 1，標準卸売価格申合表

1868 年 （明治 元年 ）

1869年 （明治 2 年）

1874年 （明治 7年）

1879年 （明治 12年）

191  年 （明 治 43 年）

1934年 （昭和 9 年）

1934年 （昭 和 9 年）

1937年 （昭和 ⊥2 年）

1947年 （昭和 22年）

1950年 （昭和 25 年）

1960 年 （昭和 35 年）

1967 年 （昭和 42 年）

1975年 （昭和 50 年）

1976年 （昭 和 51 年 ）

1986 年 （昭 和 61 年 ）

1989年 （平成 元年）

1992年 （平 成 4 年 ）

1996 年 （平成 8 年 ）

1998年 　（
’iE）或 10年 ）

西洋 医術採 用許可令発布

ドイ ツ 医学採用 ・漢方医学排斥

医師 ・薬剤師 の免許制度制定

浅田宗伯 ・漢方存続運動

和 田啓 卜郎 著 「医 界之鉄椎．i
湯 本求真 「皇漢 医学」 白費発刊

日本漢方医 学会成立

拓殖 大漢方医学 講座 開講

千葉 医大東洋 医学自由講座開講

口本東洋医学会設立

薬価基準制度制定

生薬 ・薬価 収載

漢 方エ キス 剤 6 品 目薬価収載
．一

般用 漢方処方の 手 引き発刊

漢 方 エ キ ス 剤 42 処 方薬価 収載

漢 方 エ キス 剤 146 処方 薬価収 載

東 洋 医学 会認定医 制度 開始

漢方 製剤等 の 生産 高 1
，
848 億円

小 柴 胡湯 に よる死 亡例 が報道

漢 方 製剤 等の 生産 高 1，073 億 円

は北海道で も栽培され て い た時代である．今で は looe％近
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リゆ うたん 　かんき i ラ

く輸入 に依存 して い る杏仁 ・桃 仁 ・竜胆 ・乾姜・茯苓・
こう ぶ し 　 さ き L ラ 　 び hく し

香附子・桔梗・白韮なども国内生産で賄われて お り，流通

する生薬は国産の 「和薬品」が主流であ り，国内で生産で

きず，ま た代替生薬の な い 生薬が輸入 さ れ流通して い た．

生薬の安全性 （残留農薬）の現状

　2002年頃か ら中国産餃子の禁止添加物の使用，中国産

野菜の 残留農薬問題が大 き くマ ス コ ミに取 り上 げられ，

中国産農産物の 安全性が社会問題とな っ た．これ らの 社

会的背景に ともな っ て，2003年 5月 に食品衛生法の 改：〔E

が行われ，す べ て の 残留農薬 を管理するポジテ ィ ブ リス

i・制度の導入が決定 し，2005年 11 月 に す べ て の 食品 の

残留農薬暫定基準が厚生労働省か ら告示 さ れた．

　規制農薬が少なか っ た以前 と比 べ ，ポジテ ィ ブ リス ト

制度の実施に ともな い ，中国産野菜な ど食品の残留農薬

基準を超え る違反件数が 増大し て い る．表 2 は 中国産野

菜な どで基準値違反件数の 多 い 農薬を頻度の高 い 順 に記
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表 2．中国産食 品 で違反 件数 の 多い 農薬

農　薬　名 用　途

Chlorpyrifi。s

BHGCypermethrin

Triazophos

MethamidQphos

Pyrimethanil

Daminoz 孟dc

AldicarbFcnpropathrin

Tebu正ヒnozlde

Acetochlor

Bifenthrin

AcephateDif

ヒnoconazole

Dicoft〕lFenvalerate

殺 虫剤　 ＊

殺虫剤　＊

殺 虫剤 　＊

殺虫剤　＊

殺 虫 剤　 ＊

殺菌剤　＊

成 長調 整剤

殺虫剤

ダニ 駆 除剤 　 ＊

殺虫剤　＊

除草 剤

殺虫剤　 ＊

殺虫 剤

殺菌剤

殺虫剤　＊

殺 虫剤　＊

載 して い る．用途項 目に ＊ の ある農薬は中国産生薬か ら

も検出され る農薬で ある．

　医薬品に用 い る農産物であ る生薬はポジ テ ィ ブ リス ト

制度の規制か ら除外され て い る が，農産物で あ る生薬の

安全性 を担保す る ため に，どの ような基準設定を設け る

か検討す る必要がある，
　 　 　 　 　 た こしい
　生薬の 「沢瀉」 は稲作の水田 で 栽培す る ため，稲の イ

モ チ病に用 い る殺菌剤 「イソプ ロ チオラ ン 」が残留する
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ば くもんどう

こ と が多 く，また 「麦門冬」 は葉 の 生長 を抑制 させ て 根

の 肥大を 目的 とした成長調整剤 「パ クロ ブ トラゾー
ル」

の残留が認め ら れ る．こ の よ うに 多 くの生薬に数 々 の 農

薬の 残留が認め られ る が，その使用頻度 残留基準など

適切な指針が ない 現状で ある．

　生薬生産 の 生産単位 （薬農家）は規模が小さ く，生薬

栽培 に お ける適正な農薬使用 の 指針 もな い 現状に お い

て．生 薬の国内生産 を通 じて，生産履歴 な どの トレ
ー

ス，

適正農薬使用な どの 生薬栽培基準の 作成 は生薬の 安全性

を担保す る上で 必要不可欠で ある．

生薬国内生産の推移と現状

　日本の農林就業者は 1953年当時 1400万人で あ っ たが，

日本 の 高度経済成長期 に ともな っ て減少 し，2003年 に は

200万人台ま で落ち 込ん で い る．経済発展に 必要な労働

力と して 「集団就職」や 「通年出稼 ぎ」な どで，農村部

か ら都市部 へ と多 くの 人 々 が移 出した．これ により農村部

は農業収入以外に依存する兼業農家が拡大し 「三 チャ ン

農業 （じ い ち ゃ ん ・ばあち ゃ ん ・か あち ゃ ん）」とい われ

る過疎化・高齢化の農村社会へ と変化する こ とにな っ た．

　また，米生産の過剰で 1970年か らは米作の減反政策が

本格化し，い ろ い ろ な農産物の転作が奨励された が，農

業従事者 の 高齢化 と後継者不足で耕作放棄農地 の増加に

拍車 をかけ，膨大な農地が放置され る結果 とな っ て い る．

農林水産省 の 2005年農林業セ ン サ ス に よれ ば 「65歳未

満 の 農業従事 60 日以上の者 が い な い 農家」が全農家の

55．5％，「65 歳未満の農業従事60 日以上の 者は い るが農

業収入が 50％未満の 農家」は 22．6％を占めて い る．

　 こ の よ うな時代社会背景に お い て ，主 な 国産生薬の生

産推移を薬用作物 （生薬）関係資料 （財団法人 日本特産

農産物協会）か ら見て み る，

『黄　連』　　1979年の 生産量は 25，800　kg，農家価格は

25，000円1kg，1984年 も生産量は 27，700　kgで あっ たが中

国産の安価黄連の影響で価格が暴落し IO，OOO円1kgとな

り，生産量 は減少 し続け，2007年 に は 1，000　kg まで 落ち

込んだ．
さtt 　　　 ニ

『柴　胡』　　1979 年の生産量は 14，200　kg，農家価格は

6，500 円1kg，小柴胡湯の 市場拡大に より生薬会社指導で

1992年に は生産量 は 210，400　kg，価格は 7，000円 1kgに

拡大 したが，1996年の小柴胡湯に よ る副作用 問題 薬価

引き下 げな どで生産量は減少し，2007 年に は 29，400kg

ま で 減産とな っ た．価格は随意契約で 7
，
000円1kgに維持

されて い る．

rサ フ ラ ン 』　 1979 年の 生産量 は 379　kg，農家価格 は

300，000円 ！kg 】984年には生産量は 741　kgと増産され

て い る が価格は 180
，000円 1kgに下落 した，これ は某薬用

酒 の 処方がサ フ ラ ン か ら紅花に変更され使用量が減少 し

た こ とが原因 と考え ら れ る．そ の後，生産量 は減少し続

け2007年に は生産量は45kg まで に落ち込んだ．現在も

少数の 篤農家に よ っ て 生産は続けら れ て い る．

『芍　薬』　　1979年の 生産量 は 86，600kg 、乾燥 ・皮去

な どの 加工 は
…
般的に集荷業者が行うため，農家価格は

生で 200円 ！kg．乾燥上が りで 1，100 円1kg，1984年 には

265 ，800kg ，生価格 2互0円！kg で生産量 は増加するが，栽

培年数が約 5 年 と長期に わ た る こ となどで生産量は徐 々

に減産とな り2007年に は 64，500kg とな っ て い る，その

間，生芍薬の農家価格は 220円！kg前後で 推移 して い る．
　 せ ん 　 　 き ゆう

『川　苛』　 1979年の 生産量は 20S，100　kg、農家価格 は

400 円 ！kg，1992 年 に は生産量 658 ，300 　kg，農家価格は

500円1kgまで増産された．そ の 後も生産拠点が北海道，

機械 化な どで安 定 した生 産が行 われ 2007 年 の 生産量

482
，
600kg 、価格は 500 円 〆kg となっ て い る．

『薬用人参』　　1979年の 生産量は 459，800　kg，農家価格

は生 （土根）で 5，850円！kg、1984 年で は 625
，
700　kg，価
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格は 7
，
40e　FJ！kg と紅参な ど の海外輸出 で 順調 に推移し て

い たが，海外市場の変化で 1987年には生産量は 533，600

kgあ っ たが価格は lb．根 ．
P ，270円ノkgに暴落 した．価格暴落

による生産意欲低下 で生産量は減少し続 け，2007年では

生産 ts　20 ，300　kg，価格は土 根 2，950円1kgに な る．

r当　帰』　 1979 年の生産量は 240，400kg ，当帰は北海

当帰 と大深当帰 の 2種 があ り，大深 当帰は産地 に より価

格 もさまざまで ある．1979 年当時の 農家買上価格は北海

当帰 400円 ！kg．大深当帰 は 800円／kgであ っ た．国内需

要の伸び とともに 1997 年に は 50S，700　kg，北海当帰 700

円／kg と生産量は伸び て きた．輸入 の 当帰が増加する中

で 2007年は 466，200kg 、北海当帰 660門！kg と生産は

維持されて い る，
　 ラい　　き エう　　　　　　ぼ tt ん び　　　　　　ぽい　　　　も

『茴　香』 『牡丹皮』 r貝　母』　　 1979年に は茴香 ；

5，200kg，牡丹皮 ：6，900　kg，貝母 ：S2，000　kg の 生産量

があ っ た生薬であ るが，流通価の 低迷な どで 1992年 に は

ともに生産量は数百 kg に 減少 して 1997 年には市場か ら

消え て しま っ た．

（生産数量 には乾燥品 と生鮮品が混在する品 目がある）

　上記の 国産生薬で 「当帰」「川芍」の生産を維持して い

る の は，日本固有の生薬で ある こ とと，北海道が主産地

であ る こ とに
一

因 して い る が，他の 生薬は流通価格 （農

家買．．L価格）の下落が主 で，農業従事者の 高齢化と後継

者不足が減産に拍車をかけた とい える．生薬の 需要は拡

大 し，減反政策で転作が奨励 されたが生薬生産が増加 し

なか っ た の は生薬薬価 （表 3）な どの 流通価格 の 下落が

考え られ る．

生薬の 国内生産の 利点と問題点

　耕作放棄農地の利用　　 日本国土面積の 70％，全国耕

地面積の 42％を中山間地域が占め て お り，放棄農地は こ

の 地域 に 多 く集ま る，中山間地域 は 大規模農業に は 不向

きであるが生薬栽培には適した農地環境で，転作農産物

と して は最適 と考え られ る．

　過疎 ・高齢化農村の活性化　　過去 40 年 間生薬 の 生

表3．年度生薬薬価対比

産地 は生産者の高齢化が 問題 に な っ て きた が ，定年帰農

者が生産を引き継ぎ今 日ま で 何とか 生産が続い て きた．

しか し近年，定年帰農者 の後継者 は減少 して い る，価格

農地な どの環境さえ整えば定年帰農者や，農業就業希望

者 の 増加は期待でき る．

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

： 《ある定年帰農者の 声 ：私 の 願 い 》　　　　　　　 ：

： 祖父母や両親が生涯 をかけ て作 っ て くれた広大な　：
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’黄蓮畑を少 しで も次 の代に引き継ぎた い との

一
念　’

： で頑張 っ て い ます．価格も含めた栽培 ・生産環境　1

： が改善され て 歴史ある越前黄蓮の栽培地が消滅し　1
： な い で 残る こ と を心 か ら願 っ て お り ま す．　　　　 ：

　生産コ ス トの問題　　同成 分医薬品 で 新薬 とジ ェ ネ

リ ッ ク薬 とは薬価 に 大 きな差異があ り，同様 に輸入生薬

と国産生薬の生薬薬価に差 をつ ける こ とは理論上可能で

あ り，現実的な提案で あ る．表 3 の 過去の 生薬薬価の水

準であれば，国内生産の増産 も可能で，国内生薬の需給

率 （表 4）を議論す る こ とは意義があるが，コ ス ト問題

を考えない 国産生薬の論議は机上 の空論である．

生薬の 国内生産の 意義

　2009年に ISO （国際標準化機構）に 「中医学の専門委

員会」 の 設置が決め られた．本来，伝統的医学 とすべ き

と こ ろ，中国の政治力 で独自に発展 して きた 日本漢方，

韓国韓方が無視 された形 とな っ た，日本漢方の 独 自性を

保 っ ためにも，生薬の 国内生産は重要であ る．また，凵本

政府は 2009年 11 月 の 事業仕分作業で漢方薬の保険適用

外が持 ち上が っ たが，これ は明治時代の漢方排斥 に似た

動き で ！i本の 東洋医学に と っ て憂慮す べ き こ と で あ る．

表4．主な国産生薬の 需給率 （2006年，2007年の 平均）

生 薬名　　 国 内生 産 （kg）　　輸 人数量 （kg）　 需給 率 （％ ）

生薬名　　 薬価 2008 ｛1三度薬 価
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